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[幸せを探すあなたへ] 

 
かくされたサタンの策略-霊的問題 

「チェ･ジンシルが取り出してくれと頼んだ!」 

 
いったいどのように 

理解すべきなのでしょう。 

8 月 15 日、世の中を騒

がせた故チェ･ジンシルさ

んの遺骨の盗難事件。犯人

を捕まえてみたら、その犯

行動機が常識的には、まっ

たく理解できないことでした。流し台設備関連業者

と明らかになった容疑者パク氏は、妻との間に二人

の息子がいて、家族には繊細でおとなしい性格の普

通の人で、チェ・ジンシルさんとは、何の怨恨関係

もなく、熱血ファンでもなかったと発表されました。

ところで、パク氏は、数年前から神が降りて来て、

家の中と自分が運営している営業所に祠を作り、24

時間、香をたくなど、平凡でない行動を見せていた

と伝えられています。神が降りてくるので、事業も

正しくできなくて、細々と生活を維持していたとい

うパク氏は、警察で犯行動機について「昨年 11 月、

神が降りてきた。チェ・ジンシルが夢でずっと『納

骨墓が苦しくていられない。出してくれ。土の墓に

移葬してくれ』と言った...そして、前世にチェ・ジ

ンシルとは夫婦であり、来世にも夫婦なので、離れ

ることができない関係だ」と述べたということです。

いったいどのように理解しなければならないのでし

ょうか。 

人が知らずにいる霊的世界があります 聖書は人

間が科学や哲学でも説明できない霊的な存在である

ことを語っています。人間は必ず神様に会うように

創造されました。ところで、人間が神様を離れてか

ら訪ねてきた問題、サタンの手に掌握されて、苦し

みを受け始めた問題が、霊的問題で原罪なのです。

私は何の誤りもないのに、家に繰り返し訪ねてくる

問題が霊的問題です。その後に引続き、精神問題、

体の問題、家庭問題、来世問題、次世代問題が来る

ようになります。このようにさせている張本人が、

まさにサタン(Satan)という霊的存在です。サタンと

いう言葉は敵対する者という意味で、サタンのギリ

シヤ語である悪魔は、離す者という意味です。サタ

ン(悪魔)は、神様に敵対して、天から追い出された

存在で、人々が神様に敵対するようにさせ、人々の

間を仲違いさせて人間関係を破壊させます。サタン

の手下たちがいるのですが、それを示して悪霊、あ

るいは汚れた霊、惑わす霊だと言います。聖書はこ

のサタンが偽りの父で、滅ぼす者だと確かに明らか

にしています。 

人間は、このサタンの権威に勝てないから、神様

はイエス・キリストをこの世に送ってくださいまし

た。霊的問題の根本の根元を解決してくださったの

です。イエス・キリストは、神様に会う道です(ヨハ

ネの福音書 14:6)。すべての罪と呪い、生年月日に

よる運命や運勢から解放される道です(ローマ人へ

の手紙 8:2)。サタン(悪魔)のしわざを滅ぼして、そ

の手に捕まって奴隷のようになっている者を解放す

る道です(ヨハネの手紙第一 3:8、ヘブル人への手紙

2:14-15)。だれでもキリストとして来られたイエス

様を信じて受け入れれば、すぐに神様の子どもにな

ります。いのちの御霊の原理が、あなたを完全に罪

と死の原理から解放させるようになります(ローマ

人への手紙 8:2)。サタンの手から完全に解放されて、

かくされた霊的問題の苦しみに勝つようになるので

す。そして、聖霊が永遠にあなたの中におられて、

世の中が与えない真の平安をくださいます(ヨハネ

の福音書 14:16-17、26-27)。聖書に約束された神様

の子どもになる祝福と、豊かな恵みを知って味わう

ようにさせてくださいます。この祝福があなたのも

のになるようにお祈りします。 

 

「「「罪罪罪ををを犯犯犯しししててていいいるるる者者者ははは、、、   

悪悪悪魔魔魔かかかららら出出出たたた者者者ででですすす。。。   

悪悪悪魔魔魔ははは初初初めめめかかかららら罪罪罪ををを   

犯犯犯しししててていいいるるるかかからららででですすす。。。   

神神神ののの子子子ががが現現現わわわれれれたたたのののははは、、、   

悪悪悪魔魔魔のののしししわわわざざざををを打打打ちちちこここわわわすすす   

たたためめめででですすす」」」         

(((ヨヨヨハハハネネネののの手手手紙紙紙第第第一一一 333:::888)))   



 
 
                                      重職者の手紙 vol.83 深い泉  

 

重職者の 3つの戦略 
専門家+文化人+次世代(レムナント) 
 

専門家と専門組織のパワー 

チョ・ミョンジン氏が書いた「世界の富と経済を支配す

る 3つの軸」という本を読むと、西欧キリスト教、イス

ラム、新興アジア勢力(日本と中国)の 3つの軸が世界を

置いて競り合って戦いを繰り広げているなかで、背後で

第1の軸を動かしている実力者のユダヤ人の専門組織が

あることについて紹介しています。ヨーロッパ統合、

NATO の未来、ロシアと中国の変化など世界主要問題を議

題とするビルダーバーグ・グループ(Bilderberg Group)

を動かしているユダヤ人の目に見えない力について明

らかにしたのですが、ビルダーバーグ・グループは、金

融家、実業家、政治家、主要王室が一緒にする秘密の集

いで、国際的な名声を得ている 5大伝統家系であるロス

チャイルド家、ロックフェラー家、カーネギー家、ワレ

ンバーグ家、フォード家が主軸勢力を成し遂げていて、

世界のどんな組織も見下げることができないほど、強大

な影響力を持っていると言われています。1980 年代には、

パワーエリート(Power Elite)と呼ばれた専門家が世界

を動かして、最近では 6000-7000 人程度になるスーパー

クラス(Super Class)が全世界の富の85%を掌握するほど、

強大な影響力を持っています。アメリカには 400 を越え

る Think Tank があり、ヨーロッパの Round Table、日本

の Digital Kids、中国には 10代 Think Tank(智庫)で各

分野 440 万人の専門家を育てていっています。 

 

重職者の 3つの戦略 それで、重職者は、ローマを征服

した初代教会が持った戦略を持っていなければなりま

せん。重職者が集まる時ごとに、地域福音化に対する全

体キャンプを構想しながら、多くの地域に隠されている

弟子を捜し出すだけで良いのです。そして、初代教会が

テオピロ、ガイオ、ピレモンのような専門家に入って福

音を伝えたように、専門家が福音を受ければ、防ぐこと

ができません。今は専門家を握って現場に入っていくべ

きです。その次に文化に入って行くのです。そうすれば、

防げません。そして未来を見ながら、次世代(レムナン

ト)に入って行かなければなりません。これをしてみて

こそ、自分がだれなのか分かるようになって、自分がど

れだけ価値ある者であるか分かるようになるのです。こ

のようにして、実際的に専門家、文化人、次世代(レム

ナント)が力を得て、自分の霊的問題を越えて、自分の

現場を生かすように手助けしなければなりません。重職

者は、こういう人々が自分たちどうし集まって、恵みを

受けるように手助けする働きをしなければなりません。 

 

 

 
 

 

神様の子どもになる受け入れの祈り 
 

愛の神様、私は罪人です。イエス様が十字

架で死んで、復活されることによって、私

のすべての問題を解決してくださったキ

リストであることを信じます。今、私の心の扉を開

いて、イエス様を私の救い主として受け入れます。

今、私の心の中に来てくださって、私の主人になっ

て、私を導いてください。これから、神様の子ども

になった祝福を味わいながら生きるようにさせてく

ださい。イエス・キリストのお名前によってお祈り

します。アーメン 

 

 

神様の子どもの五つの確信 
 

① 救いの確信：イエス・キリストを信じて受け入

れたあなたは、神様の子どもになって救いを受けま

した(ローマ 8:15～16、I ヨハネ 5:10～13) 

② 祈り答えの確信：神様の子どもはイエス・キリ

ストのお名前で何でも求めることができ、神様はみ

こころ通りに必ず答えてくださいます(ヨハネ

15:7) 

③ 導きの確信：神様は聖霊であなたの中におられ、

あなたのすべての人生を治めながら導かれます(ヨ

ハネ 14:26～27、箴言 3:5～6) 

④ 赦しの確信：あなたのすべての罪はイエス・キ

リストのあがないの血の力で解決され、神様はだれ

でも罪を悔い改めれば許して下さいます(Ｉヨハネ

1:9、ローマ 3:24) 

⑤ 勝利の確信：救われたあなたは、世の中に勝た

れたイエス・キリストによって、どんな問題の中で

も信仰で勝利することができます(ローマ 8:31～

37，Ｉヨハネ 5:4) 

 

神様の子どもの毎日の祈り 
 

父なる神様、イエス・キリストによって神

様がいつも私とともにおられて、導かれることを感

謝します。 

今日も、すべての生活の中で、神様の子どもにな

った祝福を味わうように、聖霊で満たしてください。 

私の家庭と現場と行くところごとに、福音を邪魔

して困らせるすべてのサタンの勢力を権威あるイエ

ス ・キリストの御名で縛ってください。 

どんなこと、どんな問題でも、解決者であるイエ

ス・キリストに任せて、その中で神様のより良い計

画を発見しながら、聖霊に導かれる生活になります

ように。 

私の生活を通して、イエス様がキリストであると

いうことがあかしされるようにして、私の現場に神

の国が臨むようにしてください。 

毎日、私の生活の中で神様の願いである世界福音

化の契約を握って勝利できますように。 

今も私とともにおられるイエス・キリストのお名

前によってお祈りします。アーメン 
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最後まで握るべき２つのこと－伝道と宣教 
 

どのようにすれば伝道がなりますか 皆さんが今から伝道だけ考えれ

ば良いのです。いつも釣りのことを考える人は釣師です。いつも酒の

ことを考える人を酒飲みと言います。伝道の考えをいつもしている人

を伝道者と言います。なぜ伝道だけ考えれば良いのでしょうか。神様

は福音を宣べ伝える伝道者を中心に、伝道運動を中心に歴史を動かさ

れているためです(マタイ 24:14)。そして、私たちにある多くの障害物

に勝てる唯一の方法が伝道運動です。伝道は時代に迫ってくる呪いと

災いを防ぐ道です。それで、私たちが最後まで固執しなければならな

いことがあるならば、伝道と宣教です。1千万弟子が起きて、地球上に

神様のみことば、福音を一度でも伝えなければなりません。それもで

きないのに、私たちが度々あれこれくれという理由がありません。最

も大きい祝福を置いておいて、にせ物の祝福を置いて泣く必要があり

ません。イエス様がおっしゃるのに「神の国とその義とをまず第一に

求めなさい。そうすれば、それに加えて、これらのものはすべて与え

られます」と約束されました。 

 

伝道者の伝道の働き 伝道者は先に七つのことを変えなければなりま

せん。誤った動機を変えて、本当に感謝を回復して、人が私に会った

時、喜びが生まれて希望があふれなければなりません。そして、神様

が私とともにおられるので、祈りの中の祈りは私をささげることです。

また、最も重要なのが相手に共感する配慮です。私たちが今日の働き

をするように見えても、未来のための人々です。それで未来をいつも

抱かなければなりません。このようになる時、経済が見えるようにな

ります。伝道運動の開始は伝道を持って私の無能さ、私の環境、人と

の葛藤、教会の限界(人間主義)を越えることです。伝道運動の内容は

イエスがキリスト(使徒 1:1)、神の国(使徒 1:3)、使徒 1:8(聖霊の満た

し-待ちなさい)です。伝道がだめな理由は、この中にいないためです。 

 

伝道者が注意すること 皆さんは完全福音、完全祈り、完全伝道の証

人です。完全福音を味わうということは、私たちの人生のレベルが常

識以上になる時、問題は自然になくなるようになって、問題がきた時

は真にすぐれたことを見分けながら、私たちも知らない間に来ている

神秘主義、律法主義、人間主義をなくすことです。完全祈りというこ

とは、普段の時に祈りを通して、いつも聖霊に導かれながら使徒の働

き 1:1、3、8節の答えを味わうことです。そして、完全伝道というこ

とは、使徒の働き 1:1、3、8節の事実が正しく伝えられることです。

こういう人々を通して個人復興が起きて、現場復興が起きて、教会復

興が起きるのです。そして、伝道者がこの時代に注意することがあり

ます。カーネギーはお金の問題だけ解決されれば、人生問題 70%が解決

されると言いました。ところで、姦淫問題だけ解決されたら家庭問題

70%は解決されるでしょう。神様の子どもになったこと、与えられた祝

福と背景は変わりません。この祝福を見つけ出さない以上、幸せはあ

りません。これができないほど、霊的問題がきて傷になります。神様

の子どもなのに過去の傷に捕らわれていれば、霊的問題がくるように

なります。霊的問題を持っていれば、結局は、いろいろな所に問題が

発生するのですが、堕落、ギャンブル、麻薬、ダンス、酒、淫乱に陥

るようになります。これから確かに淫乱文化商品時代が来るために、

私たちの次世代は、より一層、このみことばに耳を傾けるべきです。

そして私たちの次世代は、結婚に成功して、結婚を大切にしなければ

なりません。もしかして、皆さんが困難の中で間違ったとしても、ダ

ビデのようにまた立ち返れば、神様はむしろそれを土台にして、さら

に大きく祝福してくださいます。今日、信仰の権威を持って、信仰ど

おりに祝福されるように願います。 

 

 
毎日毎日の森の泉 

 
7 日(月) 

神様の企画（使徒 1:1～11） 

個人の霊的な問題、家系の問題、時代の問題は、

一生、挑戦しなければならない祈りの課題です。

神様の子どもが福音を味わえば、証拠がくるよ

うになって、祈りを味わう時、神様がともにお

られる体験をするようになります。聖霊の導き

を受ける正しい開始と霊的な余裕、唯一性に向

かった 24 時祈りで人生を味わえば良いのです。 

 

８日(火) 

死んだものを生かす人(使徒 2:9～11) 

人間に切実に必要なことが福音だということを

知って神様に祈る時、聖霊の働きが起きるよう

になります。そして、伝道は人々の根本的な人

生、霊的な背景を理解したことだから、死んで

いく人が生き返って、弟子が起きるしかありま

せん。 

 

９日(水) 

幼い時の葛藤は時代的な答えです 

（I ｻﾑｴﾙ 3:1～18) 

救われた人が祈りの余裕を持てば、家庭の問題

が問題でなく、神様の計画と答えであることを

見つけ出すようになって、人の問題を見れば神

様の前で答えを待つようになります。その時、

神様が与えられる時代的なみことばを握って決

断を下すようになります。 

 

10 日(木) 

始まりを逃した人々(使徒 1:1～8) 

重要なことであるほど開始を正しくしなければ

なりません。先に福音、祈り、伝道、経済、教

会の祝福を正しく味わって、福音の力に対する

当然性、必然性、絶対性を握らなければなりま

せん。私たちは常時祈りを通して 24 時間福音の

力を味わうことができます。 

 

11 日(金) 

イテロ長老の助言（出 18:13～27） 

人生において最も重要なのは「ただ福音」です。

この福音を説明して見せながら、福音の根がお

りるように影響力を与える出会いこそ、祝福の

中の祝福です。このような祝福に中で学び、助

言を聞ける心の畑が必要です。他の人を配慮し

て共に行くのが大きい力です。 

 

12 日(土) 

神様の奴隷（ローマ 6:15～23) 

神様がキリストを通して私たちを奴隷の身分か

ら、罪の奴隷から、災いから、サタンの力から

解放してくださいました。救われた神様の子ど

もは、規律を整えて、一人でいる時、最も大き

い祝福を見つけ出すことができなければなりま

せん。罪の奴隷は罪の支配を受けて、神様の奴

隷は義の支配を受けます。 

 

週間メッセージ 

産業宣教｜重職者と教役者たち（ローマ 16:3-4） 

伝 道 学｜祈りと霊の世界（I ｺﾘﾝﾄ 2:12） 

核心訓練｜真の福音は真の重職者を誕生させま 

す（使徒 6:1-7） 

聖日 1部┃姦淫してはならない(出 20：14) 

聖日 2部 ┃信じるときに現れること(ﾛｰﾏ 9：30-33) 
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失敗するとき 
成功しなさい 

 

 

だれよりも幸せな家庭を作って子どもたちを成功

させた人を知っている。たいてい、結婚式は祝福で

いっぱい満たされるが、その時間のあとの結婚生活

はそんなに幸せだと見えず、結婚が幸せの墓場のよ

うに見られる場合が多い。その方の結婚もそうであ

った。ご主人が健康を理由に、一、二杯飲んでいた

酒なのに、はじめには人が酒が飲んでいたのに、だ

んだん酒が酒を飲んで、最後には酒が人を飲むよう

になった。結局、アルコール中毒になって、酒の奴

隷になったので、彼の人生に問題がきて、周囲の人

を困らせ、家庭の危機がくるほど、難しい状況にな

ってしまった。その話を聞きながら「それでは、そ

の時、離婚されたらどうでしたか」と言ったところ、

その方の返事が私を驚かせた。そのような選択はや

さしいことなので、はやく判断して行動すれば簡単

だが、その結果はとても長い間、多くの人々を困ら

せるから、自分は福音を持った者なので、反対のこ

とを選択したという。いくら難しくても、絶対に離

婚はしないと思って、その価値に従ってご主人の問

題を深く見て、困難をよく見てみたら、方法がない

と思えた道に道が見えるようになって、方法が分か

らなかったのに、方法も分かるようになったという

ことだ。結局、酒に酔ったご主人も自分の道を元に

戻して、今はとても素敵な夫になって、尊敬される

エリートとして仕事をしている。難しかった瞬間の

長い苦しみの期間を勝ち抜いた一人の女性の選択が

貴重に見えた。 

人間の生活は幸せを追求するが、人間に真の幸せ

は与えられない。人間自ら解くことができない問題

が人間の幸せの基礎をつかんでいるためだ。解決さ

れることができないその問題を私たちは霊的問題、

すなわち、霊的な病気のためだと言う。世界保健機

関（WHO）で人間の病気の定義を、肉的な病気、精神

的な病気、霊的な病気と言っている。普通の人は、

肉的なものと精神的なものは理解するが、霊的なこ

とは理解できない。その霊的なことは、すなわち世

の問題だが、根源が天にあることだからだ。人が神

様を離れる選択をした小さな判断が、結局は、すべ

ての世代、すべての人々を苦しみの中に入るように

させたが、私たちはその理由を知らずにいる。それ

がまさに霊的問題で、病気なのだ。違うと否定して

も、これは事実であり、その影響で世で苦しんで、

必ず迫ってくる死を避けることができないのだ。そ

の霊的問題を聖書では罪と言う。だれもが持ってい

るけれど、世のことでは絶対に解決にできない問題

で、どこの国に暮らしていても、どんな状態の中に

いても、貧富貴賎を問わず、公平に、いっしょに苦

しむのが、まさにこれだ。それで、神様は福音をく

ださったのだ。福音だけが人生の霊的問題の解決の

ための道を与える。すべての宗教は良いことであり、

人生と人格と倫理的な人生を案内する良い案内板だ。

しかし、人間の罪を解決していのちと救いへ行く道

は、ただ福音だけだ。それで良い知らせ、すなわち

福音と言う。 

一人の女性が選択した結婚生活でも福音の価値は

このように一つの家庭を生かして、みんなに安らぎ

を与えた。福音を選択した者の人生は、瞬間的には

苦しいと見えるが、その価値は生涯を通して祝福と

してきて、理解できない明日、すなわち永遠にまで

つながる答えになるのだ。今日、あなたの人生に問

題が差しせまってきて、苦しみが頭を突きつけて、

失敗が襲撃してきているなら、この時こそ、気をつ

けて成功を決断しなければならない時刻表だ。誤っ

た案内板だけを見つめては目的地に達することがで

きないように、道に入ってこそ目標地点に行く。真

の成功は、この世の霊的問題が解決される福音しか

ないので、成功を決断するということは、福音を受

け入れることだ。その時、失敗が成功の門であるこ

とが確認できるのだ。失敗の案内板の前に立ってい

ずに、成功の道に進もう。今、決断すれば、その成

功がまさに私のことになるのだ。 

チョン・ヒョングク牧師(福音コラムニスト) 
 

 

 

 

 

 
＊相談したい方はこちらまで連絡してください 


